
ネパール地震

医
療
支
援
活
動
を
報
告

　
長
崎
大
教
授
「
続
け
る
こ
と
が
重
要
」

　
ネ
パ
ー
ル
中
部
で
発
生
し
た

大
地
震
で
、
民
間
活
動
団
体
（
Ｎ

Ｇ
Ｏ
）
と
と
も
に
現
地
で
医
療

支
援
活
動
に
参
加
し
た
医
師
で

長
崎
大
熱
帯
医
学
研
究
所
の
山

本
太
郎
教
授
（
国
際
保
健
学
）

が
1
2
日
、
同
大
で
帰
国
報
告
を

行
っ
た
。
山
本
教
授
は
「
大
河

に
注
ぐ
Ｉ
滴
の
よ
う
な
活
動
だ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ

が
集
ま
ら
な
い
と
、
‘
大
き
な
支

医療支援が行われた現場（長崎天授供）

い
支
援
を
続
け
る
こ
と
が
重
要

だ
」
と
語
っ
た
。

　
山
本
教
授
は
４
月
3
0
目
か
ら

５
月
４
日
ま
で
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ

　
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」
と
と
も
に
現
地

で
医
療
支
援
活
動
を
展
開
。

４
月
3
0
目
に
首
都
カ
ト
マ
ン

ズ
に
入
り
、
５
月
Ｉ
～
４
日
に

は
山
岳
地
帯
の
カ
リ
チ
ョ
ウ

地
区
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
設
け
た

仮
設
診
療
所
で
活
動
。
重
傷

援
に
な
ら
な
い
。
途
切
れ
の
な
一
者
を
見
極
め
、
治
療
の
優
先
順

位
を
決
め
る
「
ト
リ
ア
ー
ー
・
ジ
」

を
行
っ
た
り
、
治
療
を
終
え
た

人
に
、
き
れ
い
で
安
全
な
飲
料

水
の
作
り
方
な
ど
を
教
え
た
り

し
た
。

　
山
本
教
授
に
よ
る
と
、
診
療

所
に
は
、
１
日
約
7
0
人
の
被
災

者
が
数
時
間
か
け
て
歩
い
て
き

た
り
、
担
架
で
運
ば
れ
て
き
た

り
し
た
。
骨
折
や
打
撲
、
切
り

傷
の
け
が
が
多
く
、
現
地
の
病

院
が
被
災
し
て
い
る
た
め
に
出

産
や
腹
痛
な
ど
で
訪
れ
る
人
も

い
た
と
い
う
。

　
山
本
教
授
は
「
現
地
の
人
の

表
情
は
、
比
較
的
明
る
か
っ
た
。

た
だ
、
家
族
が
亡
く
な
り
、
家

と
家
畜
を
失
っ
て
、
自
分
に
は

何
も
な
く
な
っ
た
と
つ
ぶ
や
く

お
年
寄
り
も
い
た
」
と
現
状
を

紹
介
し
た
。
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